
 

令和４年度 

第 ２ 回 木 更 津 市 史 編 集 委 員 会 

 

日 時 令和４年１２月２２日（木） 

                        午後１時００分から 

                    場 所 木更津市役所朝日庁舎 会議室Ｆ 

 

１．開 会 

２．委員長あいさつ 

３．教育長あいさつ 

４．議題 

  『木更津市史』の刊行方法について  

５．報告事項 

 ６．閉 会 
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議  題  

議題１ 『木更津市史』の刊行方法について 

 

本編の刊行方法は、印刷経費の削減のためＣＤまたはＤＶＤとしていましたが、前回までの

編集員会での要望等をふまえ見直しを図り、インターネット上のデジタルアーカイブでの公

開とする。 

 

（理由） 

ＣＤまたはＤＶＤでの刊行では、再生機器やパソコンの環境等により左右されることやコピ

ーガードの問題等があり、非常に手に取りにくいものとなってしまう恐れがある。 

一方で、デジタルアーカイブでの公開は、既存の「木更津市史」デジタルアーカイブ上に搭載

することで、市民はもちろん、広く全国に木更津市の歴史・文化・自然等について発信するこ

とが可能で、紙媒体での発行よりも安価で刊行することができる。 
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報告事項 

１ 令和４年度刊行物 

 『木更津市史編さんだより』第７号（令和４年１１月３日発行） 

『木更津市史研究』第６号（令和５年3月３１日発行予定） 

『木更津市史』資料編（古代編）（令和4年度デジタル化、令和5年度公開） 

 

２ 木更津市史公開講座について 

  【動画配信】 

   配信日時 令和４年10月から配信中 

   配信方法 きさらづプロモチャンネル 

   題   名 「新たな技術を用いた『木更津市史』編さんの取り組み」 

   内   容 金鈴塚古墳の石棺や真里谷城跡の立体画像など、最新技術による市史編 

さんの成果を紹介 

 

          再生リスト 

     

 

  【会場開催】その１ 

   日時 令和５年２月１２日（日）午後２時～ 

   題名 ①「上総武田氏と里見氏」 

       ②「真里谷領に進出した小弓原氏」 

講師 ①千葉経済大学 非常勤講師・木更津市史編さん部会長（中世部会） 

滝川恒昭（たきがわつねあき）氏 

       ②千葉市立郷土博物館総括主任研究員 

外山信司（とやましんじ）氏 

    

  【会場開催】その２ 

日時 令和５年２月１8日（土）午前１０時～ 

題名 「古人骨から見る人の健康と病」 

   講師 木更津市史編さん部会委員（考古部会） 

 谷畑美帆（たにはたみほ）氏  

       

  



  参考１ 

これまでの刊行計画・発行方法等の見直しに係る協議 

令和２年度第 1回木更津市史編集委員会 令和２年７月１０日（金） 書面協議 

議題１ 『木更津市史』の刊行計画の見直しについて 

令和２年度に編集刊行予定の『民俗調査報告書（木更津地区）』１は、新型コロナウイルス感染症の

影響で調査が実施できないため、「木更津市史編集基本構想及び基本方針」別表４の改正を諮り令

和３年度以降の刊行としたい。◎協議結果全員了承。 

「木更津市史編集基本構想及び基本方針」別表４を改正し、改正結果を民俗部会へ示し、市史編さ

ん事業を進める。 

議題２ 『木更津市史』本編の刊行の方法及び発行部数について 

（１）『木更津市史』の刊行の方法について 

『木更津市史』は、本編２６巻、目録・索引４巻、合計３０巻の刊行を予定しているが、台風１５号・１９

号などによる災害復興対策費や、新型コロナウイルス感染症対策費等により、市史編さん事業計画

や費用の見直しが見込まれ、「木更津市史編集基本構想及び基本方針」４．（２）イに基づき『民俗調

査報告書』１の刊行（発行）方法を、冊子（紙媒体）からＣＤまたはＤＶＤ（デジタル媒体）に見直したい。

◎協議結果 了承 ９名再検討を要望 １名。 

「木更津市史編集基本構想及び基本方針」４．（２）イに基づき『民俗調査報告書』１の刊行（発行）方

法を、冊子（紙媒体）からＣＤまたはＤＶＤ（デジタル媒体）に見直す。あわせて、『木更津市史研究』

等も見直す。各編集部会へも刊行（発行）方法の見直しを示し、市史編さん事業を進める。 

（２）『木更津市史』の発行部数について 

「木更津市史編集基本構想及び基本方針」４．（３）に基づき発行部数を協議したい。 

◎協議結果 ８００部 ６名、他自治体を調査し再検討 ３名、回答無し １名 

 発行部数は８００部とするが、他の自治体の発行状況を調査検証し、必要に応じて協議する。 

 

令和３年度第１回木更津市史編集委員会 令和３年４月２７日（金） 

議題 木更津市史編さん事業の再検証について 

民俗部会から「木更津市史基本編集基本構想及び基本方針」に示された刊行計画を見直し、民俗

調査報告書９巻刊行から２～３巻に減らして刊行を進めたい旨要望。 

刊行物は CDなどのデジタル化して公開。 

 

令和３年度第３回木更津市史編集委員会 令和４年３月１８日（金） 

議題 『木更津市史』の刊行計画の見直しについて（公開） 

民俗調査報告書の刊行冊数の見直し提案。木更津地域の民俗特性を考慮し町場とその周辺地域、

東京湾海辺、小櫃川中流域、里山の四つの地域に分類し、調査報告書４巻を刊行。 

 

令和４年度第１回木更津市史編集委員会 令和４年８月１０日（水） 

議題 『木更津市史』の刊行計画の変更について（公開） 

民俗部会と協議し、２０２４年度に第１巻を発行し、２０３３年度までに４巻を発行する。「総論」は２０３３

年度に４巻とあわせて発行する。 



Administrator
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